


























支援に取り組んだので報告する.【対 象】 平成 22年
2月に当院に入院の上腋窩郭清を伴う乳房切除術を受け











































黒住 昌史 （同 病理診断科）
今回, 18年という長期間の後に乳房内に再発した 1例
を経験したので報告する.症例は 60歳代女性で,18年前
に右乳癌 (C領域), T1bN0M0, StageⅠに対し乳房温存
術＋腋窩リンパ節郭清を施行された.病理診断は,乳頭
腺管癌,f,ly(－),v(－),断端陰性,n0で ER陽性,PR陽
性であった.術後補助療法として,タモキシフェンを 1
年間投与し, 46Gyの乳房照射を行った.以後年 1回の経
過観察をしていたが, 術後 18年目に右乳房腫瘤を自覚
し, 来院した. 穿刺吸引細胞診では判定不能であったた
め,針生検を施行したところ,充実腺管癌, ER陽性, PR
陽性, HER2陰性であった.遠隔臓器転移は認められな
かった. 乳房内再発と診断し, 乳腺部分切除術を施行し
た.病理診断は,充実腺管癌,f,ly(1＋),v(－),HG3,断端
陰性であった.前回の手術時の断端は陰性で,今回の腫
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